
1. 開封後、排液バルブが閉じていることを確認する。

イラストの通り、排液バルブのハンドルが排液チューブの
バッグ側に向いている状態

2. 導尿キャップ先端の
コネクターキャップを外し、
カテーテルに接続します。

3. ハンガーバンド等でバッグ
を傾けないように設置します。

4. バッグから尿を排出するときは、
排液バルブのハンドルを排液チュー
ブ先端側に回し、排液する。

5. 新鮮尿採取方法
（新鮮尿採取口付品種のみ）

①導尿チューブを鉗子で止めます。
②サンプル採尿口を消毒し、スリップシリンジを挿入して吸引します。
（1回で必要な量を採取できないときは何度か繰り返してください）

製品概要
本品は、導尿カテーテル留置患者の尿を貯める蓄尿バッグです。
他の目的に使用しないでください。

注意
注射針を採尿口に刺さないでください。
1回で必要な量を採取できないときは何度か
繰り返してください。
最初、スリップシリンジを接続する際は固く感じ
ることがございますが、異常ではございません。

《使用上の注意》
●バッグは、ベッドなどに傾けないように吊り下げ、かつ身体よりも
低い位置になるように取り付けてください。尿の逆流や尿流の停滞
が起こり、膀胱に損傷を与えるおそれがあります。
●使用中は、導尿チューブが折れたりつぶれたりしていないことを確
認してください。過度な折れ曲がりや潰れは尿の流れを悪くします。
●本製品は、EOG滅菌され、一回限りの仕様になっております。長
期にわたり使用する場合は、1週間を目安に新しい製品に交換して
ください。長期間の連続使用や洗浄、消毒、再滅菌しての再使用
はしないでください。

●バッグを横置きの状態で使用しな
いでください。通気フィルターから尿が
漏れる可能性があります（右図）。

《保管上の注意》
●水ぬれに注意し、直射日光および高温多湿を避けて保存してください。
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※新鮮尿採取口付き
の品種もあります。閉じた状態 開いた状態

排液バルブがしっかり閉じられていないと、
漏れる可能性があります。

●包装が破損、汚損している場合や製
品に破損等の異常が認められる場合
は使用しないでください。
●包装を開封したらすぐに使用し、使
用後は感染防止に留意し、安全な方
法で処分してください。

※逆流防止弁付き
の品種もあります。

横置き厳禁

新鮮尿採取口

GS1ラベルのロット末尾 末尾 “A”

GS1ラベルの生産地記載 MADE IN CHINA

箱記載の弊社ロゴ

仕様変更品の特徴

ハンガープレート

※尿が溜まると、バッグが少し撓むように感じること
がございますが、使用上の問題はございません。

22GH128記載されている社名、各種名称は、テルモ株式会社
および各社の商標または登録商標です。
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